
第 ６ 学 年 国 語 科 学 習 指 導 案  

６年１組 指導者 池 永 亜由美 

 単 元 登場人物同士を関連付けながら中心人物に迫ろう「海の命」  

 

１ 本単元で子供が創出と受容、転移を行う各教科等の本質（見方・考え方） 

 登場人物同士の相互関係に基づいた表現に着目すること 

 

２ 本単元について 

本学級の子供たちは、「なまえつけてよ」や「帰り道」の学習をとおして、登場人物の心情

を表す叙述をもとに、登場人物同士の関わりや関係の変化を捉えてきた。このような子供たち

が、登場人物の相互関係に基づいた行動や会話、情景などの表現に着目しながら中心人物の人

物像を具体的に想像する学習を行う。このことは、各場面と登場人物の心情や行動、情景など

の描写を関連付けて文章を深く理解し、文学的な文章を読み味わうことにつながるであろう。  

本単元は、登場人物同士を関連付けながら中心人物の心情を捉え、その人物像を具体的に想

像する学習である。本教材は、中心人物の心情が直接的に表現されておらず、周辺人物との関

係や周辺人物の言動を通して暗示的に表現されている。周辺人物である与吉じいさやおとう、

母の生き方や考え方と、中心人物である太一の心情を関連付けながら読むことで、太一の人物

像を具体的に想像することができる。子供は教材文を読む中で、太一の行動に疑問をもち、太

一の心情を読み解こうとするであろう。その際子供が、太一の心情を周辺人物の生き方や考え

方と関連付けて読むことを大切にしたい。そうすることで、直接的に表現されていない太一の

心情は、周辺人物と関連付けることで読み解くことができると気付くであろう。そのような読

みの経験を重ねることは、他の物語に出合った際に複数の叙述を関連付けて読み、暗示的に表

現されている心情を深く理解して、人物像を具体的に想像することにつながると考える。  

そこで、以下のような支援を具体化し、本単元でめざす子供の姿の実現を図る。  

○ 中心人物の心情と関連している周辺人物について話し合うよう促す。そうすることで、登

場人物同士の相互関係に基づいた表現に着目することができるようにする。【創】 

○ 中心人物の心情をどのように読み解いたのか問う。そうすることで、登場人物同士の相互

関係に基づいた表現に着目することのよさに気付くことができるようにする。【受】 

○ 中心人物の心情を読み解く視点を問う。そうすることで、登場人物同士の相互関係に基づ

く表現に着目し、中心人物と周辺人物を関連付けて読むことができるようにする。【転】 

 

３ 本単元の目標 

〇 登場人物の相互関係に基づいた表現から、人物像を具体的に想像することができるように

する。 

〇 登場人物の相互関係に基づいた表現に着目しながら、文学的な文章を読もうとする。 

 

４ 本単元における評価規準  

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 主体的に学習に取り組む態度（態） 

○表現の工夫に気付き、その効果

を理解することができる。 

○登場人物の相互関係に基づく表

現から、中心人物の人物像を具

体的に想像することができる。 

○登場人物の相互関係に基づく表

現に着目して読むことに、進ん

で取り組むことができる。 

 

５ 指導計画（全６時間） 

第１次 初 発 の 感 想 を も と に 、 心 に 残 っ た こ と や 読 み 深 め た い こ と に つ い て 話 し 合 う （ ２ 時 間 ）  

第２次 登場人物の相互関係に基づく表現に着目しながら中心人物の人物像を捉える（３時間）【本時２／３】 

第３次 登場人物の生き方について感想を交流し、考えを広げる（１時間） 



６ 本時案  【令和４年１０月２２日 １０：２０～１１：０５ ６年１組教室】 

（１）ねらい  登場人物同士の相互関係に基づいた表現に着目しながら問いについて話し合

うことをとおして、中心人物の心情を捉えることができるようにする。 

（２）学習過程 ※一重下線は創出、二重下線は受容、破線は転移に対応する子供の意識 

学習活動・学習内容 子供の意識 ○教師の支援 

１ 太一の心情につ

いて考えたことを

話し合う。(30 分) 

・課題解決の見通し  

・暗示的に表現され

ている中心人物の

心情  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の学習を振

り返る。（15 分） 

・登場人物同士の相

互関係に基づいた

表現に着目するこ

とのよさ 

・太一が生涯だれにも話さなかったことを、

疑問に思った人が多かったね。 

・「話せなかった」のではなく「話さなかった」

という表現に意味がありそうだよ。 

・「もちろん」という言葉からは、太一の思い

を感じられるね。 

Ａ太一はあえて誰にも「話さなかった」のだ

ね。その理由は何だろう。 

 

 

・太一の言動からだけでは分からないよ。 

Ｂ今回も与吉じいさやおとうの言動と関連付

けると太一の心情が分かりそうだな。 

・クエを打たなかったのは、太一がクエを海

の命だと思ったからだったね。 

・太一が村一番の漁師であり続けたのは「海

の命」を守ってきたからだと思うよ。 

Ｂ与吉じいさの「千匹に一匹でいい」という

考えが、太一にとって海の命を守ることだ

ったのではないかな。 

Ａクエを打とうとしたことを太一は、村一番

の漁師ではないと考えたのだね。だからそ

のことを人に話したくなかったのか。 

 

 

 

Ｂ前回話し合ったことと関連付けて考えると

太一の心情が分かったよ。 

Ａ文章に直接表れていなかったけれど、与吉

じいさやおとうの言動から太一の心情が分

かったね。 

・友達はなぜ題名が「海の命」なのか分かっ

た気がすると言っていたよ。次回は題名に

ついて関連付けながら考えてみたいな。 

○太一の心情を読み

解く視点を問う。

そうすることで、

他の登場人物と関

連付けながら考え

るという解決の見

通しをもつことが

できるようにす

る。   【転】   

 

 

〇太一が大事にして

いる思いを発言し

た際は、着目した

表現を問う。そう

することで、太一

の心情と、周辺人

物の生き方や考え

方を関連付けるこ

とができるように

する。  【転】 

 

 

 

〇太一の心情をどの

ように読み解いた

のかを問う。そう

することで、登場

人物の相互関係に

基づいた表現に着

目することのよさ

に気付くことがで

きるようにする。    

【受】 

 

７ 創る科における子供の学びと本単元との関連 

 創る科「関連付ける力」の学習では、様々な物事を関連付けることをとおして、新たな考え

を導き出すことを学んできた。本単元では、中心人物の心情と周辺人物の言動を関連付けながら、

中心人物の心情を捉える姿が期待できる。このことは、複数の物事を関連付けながら考えようと

する姿につながるであろう。 

太一の心情をどのようにして

考えましたか。 

太一はなぜだれにも話さなかったのだろう。 


